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１．目的  

 カルシア改質土は、カルシア系改質材（転炉系製鋼スラグを原料として成分管理と粒度調整を施した材料）

と港湾などの浚渫工事で発生する浚渫土を混合することで、浚渫土の物理的、化学的性質を改善した材料であ

り、浅場・干潟造成材、深堀跡の埋戻材など海域での利用が進められている。 

今回、カルシア改質土を埋立材として利用することを想定し、長距離圧送、大規模急速施工を考慮して管中

混合方式での実験工事を実施し、カルシア改質土地盤の強度特性について確認を行った。 

 

２．実験方法 

2.1 実験材料 

 実験で使用したカルシア系改質材と浚渫土の特性を表-1および図-1に示す。浚渫土は名古屋港で採取した

ものを、カルシア系改質材は未処理の転炉系製鋼スラグで粒径 25mm以下のものを使用した。 

2.2 実験方法 

 浚渫土とカルシア改質系改質材の混合・打設の実験システムを図-2に示す。混合は管径 100ｍｍ、圧送距離

約 100ｍの管中混合とし、サイクロンによる気中打設、トレミ管による水中打設を行った（写真-1、写真-2）。

そして、打設 28日後に一軸圧縮試験、圧密試験、コーン貫入試験等を実施した（写真-3）。 

 

 表-1 浚渫土およびカルシア系改質材の物性値 

   

単位 浚渫土
カルシア系

改質材

ρs g/cm3 2.648 3.438
wL % 74.4 －

wP % 30.0 －

IP - 44.4 －

礫分 - % 0.33 83.82
砂分 - % 24.34 15.6
シルト分 - % 42.51
粘土分 - % 32.82
最大粒径 - mm 4.8 25

Li % 6.58 －

- - 8.73 12.6
w0 % 88.6 8.6

w0/wL - 1.19 －

自然含水比

液性限界比

0.58

液性限界

塑性限界

塑性指数

項目

土粒子の密度

粒

度

強熱減量

懸濁液のpH

   

浚渫土

ポンプ(20m3/h)

コンプレッサー(15m3/min)

圧力計(元圧) 圧力計(中間部) 圧力計(吐出口) サイクロン

カルシア改質土

管中混合 φ100mm、Ｌ≒100ｍ

圧縮空気

解泥、貯泥

カルシア系改質材投入

カ ルシア系改質材
ベルコン

浚渫土投入

カルシア改質土
圧縮空気

 
図-2 設備概要図 
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 なお、カルシア改質土の配合は、事前に実施した配合試験により、浚渫土の含水比を液性限界の 1.6倍、浚

渫土とカルシア系改質材を体積比で 7：3の割合とした。 

 

   
写真-1 気中打設        写真-2 水中打設     写真-3 電気式コーン貫入試験 

 

３．実験結果  

 打設直後に設置した塩ビパイプ（φ100）を使用して採取したサンプリング試料の一軸圧縮試験結果（材令

28日）を図-3、図-4に示す。気中打設に対する水中打設の強度比は 184.6/294.2≒0.63となった。 

圧密試験の結果を図-5、図-6 に示す。明確な降伏点が確認でき、圧密降伏応力 pc と一軸圧縮強さ qu には

セメント系固化処理土と同様に pc＝1.25×quの関係が得られた。 

カルシア改質土を打設した時の強度の深度分布を確認するために深さ 2mのピットを作製し、電気式コーン

貫入試験及びサンプリング試料による一軸圧縮強試験を行った。先端抵抗 qtおよび一軸圧縮強さ quの深度分

布を図-7 に示す。カルシア改質土により造成した地盤において、深度方向に均一な地盤が形成されているこ

とが確認できた。 
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図-3 一軸圧縮強さ（気中打設）  図-4 一軸圧縮強さ（水中打設） 
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図-5 圧密試験結果      図-6 一軸圧縮強さ-圧密降伏応力    
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図-7 強度の深度分布 
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